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冒. 子供たちこの関係づく‖をする「縦糸・横糸 」の張‖方

教 師 と して 、 子 供 た ち と どの よ うに 関係 づ く りを して い くか につ い て 、「縦 糸 を張 る」

「横 糸 を張 る」 とい う考 え方 を して い る。

縦 糸 とは…教師 (教 える存在 )と 生徒 (学 ぶ存在 )と の上下の関係 づ く り

返事 、挨拶 、言葉 づかい、学級 内ルール な どの規律 を確 立 して、教師 と

生徒 との縦 のつ なが りを生み 出す こと。

横 糸 とは…教師 と子供 との心 の通 じ合 い、子供 同士の通 じ合 い

一緒 に遊ぶ。 良い点 を伝 え、ほめ、励 ます。 笑 い合 い、伸びや かな雰囲

気 を作 り出す。 子供 同士で教 え合 い、助 け合 い、学び合 う。 な ど

この 2つ が しつか りと張れ て、子供 た ち と うま く関係 づ く りができ る。

また、安定 した学級経 営がで きる。

ところが、初任者 は、最初 か ら子供 た ちにお もね て しま って、や さ しさばか りを前面 に

だ して しま うことが よ くある。 いわゆる 「横 糸」 ばか りで子供 と関わ ろ うとす る。

最初 は、子供 た ちが歓迎 して くれ る。

しか し、その うちに、子供 た ちは勝 手 に振 る舞 い、 どん どん関係 が壊れ てい つて、最後

に クラスは崩壊状態 にな る。 6月 頃 である。

また、「縦糸」ばか りで厳 しさを前 面 にだ して、子供 と関わ ろ うとす る先生 もよ くい る。

これ も子供 た ちか ら反発 を買 って、関係 が壊れ てい く。

大切 なのは、縦糸 (明 確 なル ール )と 横 糸 (や さ しさ、お も しろ さ、敬意 )の 2つ が ど

うして も必要で ある。

この 2つ が あるか らこそ、子供 た ちか ら信頼 され る教師 になれ るのだ。
この こ とを忘れ ないで ほ しい。

さて、実際 に 「縦糸・横 糸」 を張 ろ うとす る とき、戸惑 うはず で あ る。矛 盾 す る 2つ の

こ とを同時 に行 わな くてはな らないか らである。

「縦糸 を張 る」 ときには、子供 た ち ときちん と距 離 を とらな けれ ばい けない。

「横 糸 を張 る」 ときには、子供 た ちに ぐっ と距 離 を近づ けな けれ ばい けない。

距離 の取 り方 が 「教師」 であ る とい うこ とにな る。バ ランス良 く、いか に 2つ の ことを

行 うかが試 され る。

<参 考文献 >
「必ず クラスが ま とま る教師 の成 功術 」～学級 を安 定 させ る縦糸・横糸 の関係 づ く り～

(学 陽書房  野 中信行・横藤雅 人著 )

2. クラスづく‖け、「3・ 7・ 300法 則 」を意識しよう
クラスづく‖け、1最初の lヶ 月が勝負である。

ベテ ランの教師 な らば、だれ で も領 くこ とであ る。

この lヶ 月で学級づ く りの 80パ ーセ ン トが終わ る。
それ ほ どまでに 4月 か ら 5月 までの lヶ 月 は、私た ち教師 に とって重い ものであ る。

私 の経験 か らす る と、 よほ どの力量 がないか ぎ り、 これ 以降 に <こ の時間 >を 取 り戻す
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こ とはむず か しい。

この lヶ 月の過 ご し方 に よつて、担任教師 は、 1年 間 の方 向 をつ かむ。

私 は、 この lヶ 月 を 「 3・ 7・ 30の 法則 」 で作 り上 げ る。 (こ の法則 は、私 の造語 であ
る )

「 3」 とは、 3日 間 の こ と。「 7」 とは、 1週 間 の こ と。「 30」 とは、 lヶ 月 の こ と。
この 「 3」 に も 「 7」 に も 「 30」 に も、それぞれ の課題 が ある。

<3>の 法 則 (最 初 の 3日 間 )のポイント
① 「今度の先生は楽 しそ うだ」「今度の先生は、おもしろそ うだ」とい うイメージを

与える。

②学級の仕組みづ くりのまず一歩を始める。

<7>の 法 則 (最 初 の 1週間 )の ポイント
①朝、学校へ来てから帰るまでの 「学校の毎 日」の仕事を決めてしま う。

②子供たちにきちんと指導する中で、ポイン トとなることを押さえる。

<30>の 法 則 (lヶ 口 )の ポイント
① l週 間でつ くりあげた学級の仕組みをさらに徹底する。

②気を抜かないで、手を抜かないで何度も何度も繰 り返 し教え、指導する。

この法則 は、 1の 「縦 糸・横 糸」 に よれ ば、ほ とん ど 「縦 糸 を張 る こ と」 で ある。
(も ちろん、横 糸 もあ る。私 は最初 の 3日 間は主に横 糸 を張 る )

なぜ 、 この 「 3・ 7・ 30の 法則」が学級づ く りに効果的 なのだろ うか。
それ は、子供 た ちが望んでい るこ とを担任 教師 が実現 して くれ るか らであ る。 子供 た ち

は、担任教師が きちん と教室 に秩序 だった仕組 み を確 立 して くれ る こ とを願 ってい る。

子供 た ちは、いつ も心理 的な <安 定 >と <居 心地 >の 良 さを求 めてい る。
担任 教師 が、「 3・ 7・ 30の 法則 」 を使 い、 ク ラスの中に明確 なル ール と、 きちん と し
た仕組 み を作 り上 げて くれ るこ とを子供 た ちは願 ってい るので ある。

この 3つ の時 間 のなか で、 どこに一番気 を付 けな くて はな らないか。 (も ちろん、 3も

7も 30も 、それ ぞれ の 中に含 み込 まれ てい るのだが…… )
<3>だ と答 える先生 は多い。確 かに、 この 3日 間だ けは、教師 が子供 た ちに要求す る
こ とが フ リーパ スで通用す る時間 である。

私 は、む しろ 「 30」 だ と思 ってい る。 なぜ か。
<3>も <7>は 、誰 もが とて も緊張 してい る時 間で あ る。 しか し、 この時間が過 ぎて
い くと、 ほっ として しま う。 だか ら、 <3>や <7>で 確 立 した仕組 みが、 きちん と確 立
しないまま、いい加減 にな って しま う。 む しろ、 <30>で 繰 り返 し、繰 り返 し徹底 して

指導 してい くことが必要 なので あ る。

参 考文献

「新 卒教師時代 を生 き抜 く心得術 60」 (明 治図書、拙著 )
「新卒教師時代 を生 き抜 く学級づ く り 3原 則」 (明 治図書、拙 著 )
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4/2(月 )

打 ち合 わせ

3 平成 30年度  1週間のシ十 1′オ

○ これ か ら書 いてい くシナ リオ は、初任者 の 1週 間 を想 定 して作 り上 げた もの にな る。

小学校 の高学年 向 けの シナ リオ にな る。 この よ うな こ とを実践 してい くことにな る。

この シナ リオは、横浜 の小学校 (私 が勤 めていた学校 )に 合 わせ て作 ってあ る。

初任者 は、辞令 交付式 に参加 し、午後赴任 先 の学校へ行 く。

午後 に、初任者 と初任者担 当 との打 ち合 わせ をす る。

<打ち合わせ肉害 >

○学校 に よつて打 ち合 わせ 内容 は違 つて くる。

1 初任者こしての心構え

① 社 会 人こしてのマ十一

。あい さつ は 自分 か らす る。

・ 出勤札 、出勤印 、出席 簿 (子 供 )を 忘れず に。
・職 員机 の整頓 、教室 の整頓 を心が ける (公 私 の区別 を )。

・印刷 室 の使 い方 を覚 える。

・ 困った ときの対処法 (誰 に相 談す るか )

*学 校 、学年 、学級 の こ とにつ いては、学年 の先生 (主 任 等 )

に相談

*そ の他 の こ とにつ いては、初任者 コーデ ィネー ターの先生 に

相 談

*授 業 、学級経営 な どについては、初任者 担 当の先生 に相談

② 担 任 こしての心 構 え

。学校行事、学年行事 、学年 の打 ち合 わせ を優先す る。

・手帳 を準備 す る こ と (日 程 を書 き込む手帳 )。

。日々の こ とをメモす るノー ト

・縦糸 。横 糸 の張 り方

。lヶ 月が と りあえず の勝負 (学級経営 のほ とん どが ここで決

定 )

。「 3・ 7・ 30の 法則 」 の具体化
*「 3」 の勝負 …得意 な もので勝負
*「 7」 の勝負 …教室 の仕組 み作 り、 システム作 り
*「 30」 の勝負 …繰 り返 しを徹底す る
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2 始業 式 前 に準 備 しておくここ
A、 学校て必要なもの
*上 履 き・下履 き の運 動 靴  *体 操 服  *印 鑑
*校 区 の 地 図

B、 学 級 始 めに準 備 しておくここ

○このことは必ず準備 してお く必要がある。

*お 茶 のみ 茶 碗

○子 供への対応

*子 供の名前を正確 に読 めるよ うにす る。
*一 人一人の子供の状況 をおおまかにつかむ。 (指 導要録を見る)
*子 供の名 前は 3日 で覚 える。

○教室の準備

*机の席を名前順に並 べる。(4/4)
*机、黒板の点検をする。(4/4)
*靴 箱、ロッカー、廊下のフックにけ、番号をつける。(4/5)
※綸食当番の準備 (4/4)
※掃除 当番の準備 (4/4)

○準 備 しτおいた方 がいい小 鞠 額

*人 つ切 り、四つ切 り画用紙 、色画用紙 数種類 、マ ジ ック、セ ロハ

ンテープ、画鋲 、サ イ ンペ ン、丸付 けの赤ペ ン、赤鉛筆数本

小 さい ビニール袋 (給 食 の ゴ ミ袋 )、 マ グネ ッ ト (磁 石 )

チ ョー ク、作文用紙 な ど

*磁 石 のネー ムカー ドを 2種 類 は準備 す る。
*か ごを準備 す る。 (百 円 シ ョップで準備 すれ ば よい。 少 な くとも

大小 10個 以上必要 )

C 校 磨 、機 舎 の平 面 □ て次のここを確 認 する。
①教室から各場所へのルー トを実際に歩き、時間を計る。

○校庭、体育館、給食室

。どのようなルー トで引率するか。

・並び方は 「一列小さい順か、それ とも大きい順か、あるいは

2列 に並 ボ の か ?」
。歩 き方 は 、 右 側 通 行 か 、左 側 通 行 か ?

。何 分 か か るか。

。そ の他

保 健 室 や 特 別 教 室 も時 間 が あ っ た ら確 認 して お く。

②校庭 の どこに、何 が あ るか、実際 に歩 いて確認す る。

・門の出入 り口を確認す る。

・何 が、 どこに配 置 され てい るか確認す る。

・朝会 な どで、子供 が並ぶ場所 の確認。
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4/4(ホ )

4/5(ホ )

'日

目

3 始業式に準備しておくここ

○着 任 式 の時 に挨 拶 す る言 葉 (印 象 に残 る よ うな言 葉 )

○ ク ラス ご とに な っ た とき に簡 単 に挨 拶 す る言 葉

○ 学 級 名 簿 (呼 名 す るた め )

○ 配 布 す るプ リン ト (学校 便 りな ど )

○ そ の他

○ 新年鷹準備こ入学式の準備
*準 備す る係 が決 まってい るので、担 当の先生 の指示 に従 って仕 事 を

す る。

○ 職 員会議 が あ る。
*4月 の こ とについての確認 が ある。
*大 切 な ことが話 し合 われ るので、 きちん とノー トにメモ をす る。
*特 に、提 出す るものの提案 では締 め切 りを確認 (こ れ か らも朝 の会 で提

出物 の提案 が毎 日話 され るので、 きちん とメモ をす る )

○担任 が決 定 し、教室 も決定 してい るので、準備 できる ものは準備 して

お くこ と (担 任名 が事前 に漏れ ることがない よ うに気 を付 ける )

運動場で、新 クラスが発表 にな り、そのクラスごとに整列 している。

①着任式が最初 にある。

○着任 の挨拶 をす る (挨 拶 を考えてお く)。

②始業式

○担任発表 が あ る。

*校 長 か ら紹介 され た ら、児童 の前 に行 き、きちん と礼 をす る。

○ クラス ごとに分 かれ る (運動場 のは じに連れ て行 く。教室 に入 る学校

もある。

*ま ず 、全員 を着席 させ る (座 らない子 は、 きちん と座 らせ る )。
*再 び簡単 な挨拶 (こ こで も簡 単 な挨拶 を考 えてお く )。
*子 供 たちの名前 を読み上 げ る (呼名 )。 出欠席 の確認
*明 日の予定 を知 らせ る (教 室 の場合 は板 書す る )。
「明 日の予定 を言 い ます。指 を折 って、頭 のメモ帳 に記入 しな さい。

1つ 日、教科書 を配布 します ので、サイ ンペ ンを持 って きます。
2つ 日、大掃 除があ ります ので、ぞ うきんを持 ってきます。
3つ 日、机や ロッカー には名 前が貼 って あ ります ので、そ こを使 い

ます。

4つ 日、教科書 を配布 します ので、明 日か らラン ドセル で きます。
5つ 日、待 ってい る ときに読む本 を一冊 自分 の家 か ら持 って きます。
質 問はあ りませ んか。」
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4/6(金 )
2日 目

◎返事指導

◎列 の並び

決定

靴 箱 指 導

*プ リン トを配布。
*靴 箱 な ど 「明 日は名 前 が貼 ってあ るので、そ こへ いれ な さい」 と知 ら
せ る。

③す ぐ、入学式 の担 当の仕事 にかか る c

午 機 の作 業

①机、靴箱、ロッカー、フックに番号 (ま たは名前)を つける。
学年で一斉にやる場合もあるが、自分でやることもある。

1時 間 目

①呼名

名前を呼ばれ た ら、大 きな声で、はっき りと返事 をすることは とて も

大切な ことです。先生は、 とても大切 に しています。

短 く 「ハイ」 と返事す るのです よ。

②朝会の列 の並びを決定す る。

「今か ら朝会の時の並び を決 めます。 まず、男の子は、廊下に出て、だい

たいの ところに並んでおきます。先生が、背の順で決 めていきます。女

の子達 は静かに読書を しておきます。 はい、 どうぞ。」

「次に女の子達は廊下に並びます。男の子達は、静かに読書 を しておき

ます。」

*こ のように、空自の時間ができないように必ず何をしているかを指示をし

て行動させるようにする。

※体育館、音楽室、家庭科室 0こへ行くここけ必ずきちんこ童んで行動する
ことを身につけさせるここ惨最初の段階で勝こても大切む指導になる。

絶対にやっτ勝いけ0いここは、早いもの順に重ぶ0こである。子供の要求
に応じて、このようなここ勝絶対して惨いけない。

※他にも保健室へ行くこきの出席簿順 0この並び方がある。

③靴箱へ連れ て行 く。

「今 か ら靴箱へ行 きます。廊 下 に さきほ どの朝会 の順 で並び な さい。 お し

ゃべ りは しませ ん。」

*おしゃべ‖をしたら、もう一度席に着かせてやιl直しをする。
毅然 としてや り直 しを させ るのである。 こ うい うところで、教師 と生徒

の関係 をつ けてい く。 (「 縦糸 を張 る」 ことで あ る )

「(靴 箱 の ところへ連れ て行 って )下 履 きや。上履 きを入れ る とき、 この よ
うに入れ ます。 (靴 のかか との所 を持 って、靴箱 のは じにそ ろえて入れ る )

この こ とは難 しいです よ。 で も、先生 はきちん と靴 を入れ られ るこ とは、

自分 の生活 を しっか りしてい くためには とて も必要 な こ とだ と思 います。

生活 が乱れ てい る人 は、 これが できませ ん。 先生 は、 これ か ら毎 日どの

よ うに靴 が入れ られ てあ るか見 るこ とに します。

みんなの上履 きは、金曜 日に必ず持 って帰 って 自分 で洗 うんです よ
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傘指導

◎ 教科書

配布

◎記名

使 い始 めの

指導

そ して 、 月 曜 日に持 って き ます 」

○  靴箱指導 は、ほ とん どの先生 が していない。
私 は、 ここに注 目 して きた。 毎 朝 、教 室 へ行 く前 に、靴箱 を通過 し

てい くこ とに していた。 いつ も見てい る と、その子 の生活 の乱れ が よ

く分 か って くる。 靴 のかか とを踏 んづ けていた り、無造作 に投 げ入れ

てあった りす る。 注 目してお く必要 がある。

靴箱指導 は、 3日 間の ところで、靴箱 の ところへ連れ て行 って指導す

る。

そ して、 4月 の lヶ 月 の間 に、朝会 の後 、実際の靴箱へ全員 を連れ て

行 って一人ずつ合格 か否 か を判 定 してい く。 また、 4月 の lヶ 月 は、

朝教室へ行 く前 に、靴 の様子 を見て、で きていない子供 をメモ し、教

室へ行 って、「きちん と整頓 して きな さい」 と呼び か けるよ うにす る。

5月 にな った ら、 も う指導 は しない。 しか し、ず っ と注 目して見てお

く。

④靴箱指導が終わった ら、その横 にある傘指導を してお く。

(事 前 に傘 を 1本 準備 してお く)

説 明 (傘 立 ての所 で )傘 を さ して きた ときは、水 をは らって、必ずす ぼ

めて、 きちん ととめて、傘 立てに入れ るのです よ。 これ は、エチケ ッ ト

です ので、きちん と身 につ けます。広 げたまま入れ るんでは ないです よ。

2時 間 目
①教科書 を図書室に取 りに行 きます。 (ど んな教科書があるか事前 に調ベ

てお く)取 りに行 く人を今か ら決 めますが、他 の人は、静かに読書を
しておきます。係 の人は、教室へ持 ってきた ら、す ぐみんなに配布 します。

*分 担 を決める (先 生が どん どん指名 して順番 に決 めてい く)。

※ じゃんけんで決めた りしない。

国語 2人 、社会 2人 、算数 2人 、理科 2人 、音楽 1人 、図工 1人

体育 1人 、書写 1人 、家庭 1人 、道徳 2人  その他 (英 語、地図帳な ど)

説 明 (教 科書 を配布 した後 )教科書 が あるか ど うか確認 します。 (一 冊
ず つ あるか ど うか確認 してい く)ま ず 、一冊ず つ名前 を書 きます。ネー
ムペ ンで書 きます。書 き終 えた ら、そ の上 にセ ロテー プ を貼 ります。 消

えない よ うにす るためです。

次 に、一冊ずつ折 り目をつ けていきます。教科 書 もノー トも使 い始 めの

時 は、いつ もこの よ うにす るのです よ。 (教 師 が模 範 を示 しなが ら)こ
の よ うに前 と後 ろをきちん と折 って使 い始 め るのです。 昨年 の 6年 生 の

人 で、今勉強 を してい る ところに付箋紙 をつ けていた人がい ま した。 す
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掃 除 指 導

大 掃 除

明 日の 予 定

ごいですね。その くらいになった らたい したものです。

3時 間 目
◎掃除の仕方指導 (あ らか じめ、掃 除指導 の表 で どこの掃 除場所 になって

い るか確 認 してお く。)

◎掃 除 は最初 は「個副方式 」で取 り組 み 、学級 が ま とま って きた段階 で

「班方式 」に切 り替 えてい くことが望 ま しい。

<個 別方式 >

○ 「どこを、だれ が、何 をす るか」 を明確 にす る。

04/4の 時点 です でに作 ってお く必要 があ る。

○掃 除場所 とクラス人数 に よって考 えな けれ ばいけない。

例 えば、

・教室 のぞ うきん (8人 )… 〇〇、○〇、・…

・ 教室 のほ うき (4人 )・…○〇、一
・ ごみ を取 る (2人 )・…○〇、・…
。机運 び  1列 目…○〇、 2列 目…○ 0 3列 目…○〇  ・…

(机 運 び も必ず入れ るよ うにす るこ と )

担任 は、普 通 の掃 除 では掃 除場所 を回 り、子供 た ちに具体的 な指導 をす る

よ うに したい。担任 自ら掃 除 を率先 して示 してい く。

①掃 除指導 (学年 主任 の先生 に事前 に指導 して も ら う)

掃除 の仕方 を指導す る

。机 の運 び方、持 ち上げて運ぶ (前 に移動 、後 ろに移動 ?)
。ほ うきの使 い方 、 どち らの方 向へ掃 くのか、 どこで ごみ を集 めるのか

。ぞ うきんの拭 き方 (縦 にふ くのか、横 にふ くのか ?)

具体的 な掃 除 の仕 方 につ いては、「新 卒教師時代 を生 き抜 く学級づ く り 3

原則」 (明 治図書 )の 初任者 の実践 を参考 に してほ しい。
4時 間 目
◎教師が、ぞ うきんを持 って先頭 になって、拭 き掃除をす る。それだけ教

師が掃除 を大切 に していることをア ピールす る。

4月  9日 (月 )

<宿 題 >

作文

<持 ち物 >

宿 題 の作 文 は 、題 「〇年 生

になって」 で書 いて くるよ う

にす る。

1 学校 の きま り
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4/9(月 )
3日 目

朝 の会 、終

わ り会 の仕

方

◎ 日直 を前

に 出 して 、

練 習 をす

る。

2 学 級 活 動 ・ 読 書 の本

3 当番 ・ 係 決 め

4 先 生 の話

朝会  その後、靴箱指導
1時 間 目
「学校のき孝‖」 (印 刷 して子供たちにも配布 )を 確認す る。

2時 間 目
①呼名

朝の会、終わ りの会の仕方

面用紙 に書いてお く。

5

朝の金

①欠席確認

②委員会の仕事

③宿題忘れ調べ

カー ドを黒板 にお く

④今 日の予定 (先 生 )

終わりの会

①明 日の予定 (先 生 )

② 目標チェック

③宿題チェック

④帰 りの仕事

白衣 (金 曜 日)

⑤当番チェック

⑥さようなら

(自 分 の ク ラス に合

わせ て 作 る )

例 (高 学年 の場合 )マ ニ ュアル を作 ってお く。
「今 か ら朝 の会 を始 めます。欠席 の確認 を します。班長 さんお願 い します。

(1班 か ら班長が『 1班 です。欠席 はあ りません』『 2班 です。〇〇 さんが
お休みです』・……と報告す る。次に、委員会の仕事 を確認 します。

(飼 育委員会の○○ さん、お願 い します。『 はい』 と返事。宿題忘れ調べ を

します。忘れ た人 は、名前カー ドを出 しに来て下 さい。 (宿 題 を出 した とき

は、教師の机 の上の名前表に○をつ ける事になっている。その表 を見なが ら、

宿題忘れ 当番 が○をつ けていない人 を発表す る)先 生、今 日の予定 をお願 い
します」

と、い うことになる。

*高 学年の場合は、委員会がある。 よく当番 を忘れ ることがある。忘れな
いよ うに、事前に当番の 日を書かせておき、 日直が当 日このよ うに確認す

る。

◎終わ りの会 も、 このよ うに練習 をす る。

‐10‐



先生が大切

にす る 2つ

の こ と

◎ 当番

(一 人 一役 )

当番 の種類

③先生が大切 にす ること 2つ

※ 自分が大切 に したい ことをい くつか こ うして話をす る。

説 明  これ か ら 1年 間み んな と一緒 に生活 していきます。 そ こで、私 が
とて も大切 に してい るこ とをお話 しします。

2つ あるのです。

まず 、第一 に大切 にす る ことは、い じめを許 さない こ とです。 これ をす

る人 には、野 中先生は最 も怖 い先生 にな ります。野 中先生は気づ かない

だ ろ うか らとこそ こそ とい じめをす る人がいます。 で も、私 は必ず探 し

出 します。絶対 にい じめを許 さないの です。 い じめは、犯罪 です。

第 2に 、言葉 を大切 にす るこ とです。

人間は言葉 でお互 いに 自分た ちの気持 ちを伝 え合 います。 この言葉 が

荒れて きます と、その人 はだんだんだ らしない人 になってい きます。

だか ら、言葉遣 い に気 をつ けるこ とです。人 に対 して、てめ え ,ば か、

死ねな どの言葉 をよ く使 う人 は注意 していかない とだんだんだ らしな

い人 になってい くのです。

また、先生 に対 して も、友達み たいに話す 人が います。「先生、 このプ

リン トなんだけ ど、出す の ?」 「先生、鉛筆 忘れ て きたんだ け ど、貸 し

て くれ ない ?」 な どと言 う人 がいます。 こ うい うことも、 きちん と改 め

ていきま しょ う。

3時 間日
①色画用紙を半分に切ったものを準備する。マジックも準備する。

説 明 今 か ら当番 を決 めます。 日常 当番 と教科 当番 です。 日常 当番 と
い うのは、教室 の中で、毎 日きちん と仕事 を していかな くては教室のみ

んなが困 ってい く当番 です。誰 で も一つの仕事 を受 け持 ちます。仕事 を

した ら、 当番 の札 をひ っ く り返 します。教科 当番 は、勉 強の 当番 です。

先生のお手伝 い を します。

指示  今 か ら日常 当番 を決 めます。 一人一役 で決 めてい きます。
(ど ん な 当番 が あ るか、事前 に板 書 してお く。)こ の 日常 当番 は、 どんな

仕事 を した らいいか説 明 します。

(事 前 に調 べて説 明で きるよ うに してお く。学校 によって事情 が違 う。)

説 明  ゴ ミ袋 当番 は、給食 が配 られ た ら、 ゴ ミ袋 を配ぜ ん台 の上 に 2つ
か 3つ お きます。 1つ は、ス トローや ス トロー の袋 、パ ンの袋 をいれ る
もの、 も う 1つ は、 ごはんの残 りを入れ る袋 です。 牛乳 は、 きちん と廊

下にあ る分別 の箱 の 中に洗 っていれ ます。

この よ うな当番 の仕事 について、プ リン トを配 ります (資料 :書木 )
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教科 当番

国語指導
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ゴ ミ袋 当番 、電気 当番 、窓開 け閉 め当番 、図書 当番 、配ぜ ん台 当番 、黒

板 当番 (1時 間 日か ら 6時 間 日まで )日 付 当番 、テイ ッシュ当番 、 タイ
ム 当番 、鉛 筆 当番 、呼び か け当番 、落 と し物 当番 、ベ ル マー ク当番 、分

別 当番 な ど (そ れ ぞれ人数 も指示す る )、  宿題 調べ 当番  ※ クラスの人
数 分の仕事 を事前 に考 えてお く。

※プ リン ト配布 当番 は、仕事 が多いために、班 の中で背番号 をつ けて、

番 号で読 んで配布 させ る。

※毎 日仕事 がないベルマー ク当番 な どは、宿題調べ 当番 と兼ね合 わせ て決 め

れ ば い い 。

※担 当 した

初任者 の クラスの

当番表

終 わった ら裏返 しに

す る。

指示  それ では、 自分がや りたい仕 事 の 当番 の ところに指名 のカー ドを
お きます。 多 くの人 が集 まった らじゃんけんです。

国語 、社会 、算数 、理科 、習字 、音楽 、家庭 、体育 、図工 を決 め る。 ク

ラスの人数 で決 めていけばいいが、理科 、習字 、体育 は、少 し多 くす る。

*決 まった ら、どん どんマ ジ ックで色画用紙 (半 分 )に 書 き込 ませ てい く。

(当 番名 、名 前 、仕事 内容 、絵 な ど )

*係 は、 日常 当番 が定着 した段階 で決 める。
係 とい うのは、私 の クラスの場合 、会社活動 であった。 クラスの文化活

動 を担 ってい く。

<30>の 法則 の ところで扱 う。

※「学報活動 1の 時間が「学報づく‖」のためにこうしτも多くなる。

時敏け、学年主任の先生に相議して、他教科にわ‖ふっていくここが必喜 .

4時 間 目
国語の授業をす る。
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4/10(火 )
4日 日

◎ 自主管理

の 原 則

朝 自習指導

1時 間 日

①呼名

② 日直指導

○ 日直は、最初は、教師が決めてい く。

○ これは、子供達に 自主管理 させてい く、 もっ とも 1週 間の大切な指導で

ある。子供たちが 自分たちでクラスを動か してい くための最初の指導。

※指導 した初任者 のクラスでは次のよ うな 「日直黒板」 を作 っていた。

1は 「朝の会  10分 ・ 8:45～ 8:55」 になっていた。

②朝 自習指 導

クラスの状態 に合 わせ て作れ ばいい。

日直 は、慣れ ない間 は よ く忘れ る。 必ず 日直 は、仕事 を した ら札 を裏返 し

にす るよ うに何度 も指導す る。 <30>の 時 の繰 り返 し指導 の最重点 は こ

れ である。

○ 日直が きちん と呼びか けて、時間管理 をす る。

できていない子 どもには 「○○ さん、 ちゃん とや って くだ さい」 と注意す

る。

○担任 も、で きるか ぎ り教室へ はや く行 って朝 自習 に参加す る。

1 朝 自習 の呼び か け  8:15 (「 朝 自習 の準備 を して くだ さい」)

2 朝 自習 のは じめ、お わ り 8:20～ 8:30
3 朝 の会 の司会  8:30～ 8:35
4 明 日の宿題 を配 る  12:15～
5 バ ケ ツの準備    12:15
6 「手 を洗い に行 って くだ さい」 12:35
7 「ごちそ うさまで した」    12:55
8 はみ が きタイ ム         12:57
9 給食 バ ケツを片づ ける     13:00
10 帰 りの会 の司会         14:30～

例
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◎朝会指導

算数指導

※朝 自習 が うま くできるクラスは、「群れ」 の状態 か ら 「集 団」 の状態ヘ

となってい る と判断す るこ とがで き る。学級 が荒れ て くる と、 この朝 自

習がで きな くな る。

④朝会指導

○時間通 りに並 ばない クラスがい る。 も う始 まってい るのにぼつ ぼつ遅れ

て くるのである。教師の指導 が悪 い。

私 の クラスは、 当番 で男女 の 「呼び か け当番 」がい る。 その子 が、時間

になった ら、呼びか けて男女別 々 (一 緒 に しない)に 連れ て くるよ うにす
る。

そ うした ら、教室 に居残 ってい る子供 はいな くな る。

○朝会では、教師 は、児童 の後 ろにいた りしない。必ず列 の前 にい る。

そ して、子供達 の様子 を見てお く。

○お しゃべ りを した り、体 を ぐらぐらした りしてい る子供 がい る。 よほ ど

の ことで はその場 で注意 した りしない。 (そ んな こ とを して も、 よ くな ら

ない )

○ どこで注意す るのか。 教室へ帰 って きて、す ぐその子 を起立 させ る。

「君 は、朝会 の時、隣の子 とお しゃべ りを していま した。校長先生の話 は

きちん と聞 きな さい。 第 1回 日の注意 を します」

これ だけ注意 して座 らせ る。 くどくどと注意 しない。

lヶ 月間 は、毎 回 これ を続 ける。経験的 に言 えば、 これ で きちん とで き

るよ うにな る。

※朝会 での並び方 に、そ の クラスの実態 が正直 に出 る。見事 に出 る。

担任 は、心 してお かな くてはな らない。

2時 間 目
① ノー ト指導

ノー ト指導 は、 どんな指導 よ りも優 先 して しな けれ ばい けない必須 の指導

で ある。

特 に、算数 は ノー トが命 であ る。 この指導 な く しては算数 の学習 は成 り立

たない。 ノー トが しつか りとれ てい る子供 は、間違 い な く学習 が しっか り

してい る子供 であ る。

ノー ト指 導 で注意す る点 の基本 は、次 の こ とで ある。

・ 最初 に 日付 、ペー ジ、問題番 号 な どを記入す る。

・ ノー トは、一行 お きにゆつた りと使 う。

・落書 きな どは させ ない。

・ 時 々集 めて、点検す る。

勉 強 は 、 始 め の時 間 を守 り、 終 わ りの 時 間 も守 る。 この 当た り前 の こ と

を な か な か 教 師 が 守 れ な い。 どん な に素 晴 ら しい授 業 で も、休 み 時 間 に は

勝 て な い こ とを知 らな くて は な らな い。 子 供 の遊 び 時 間 を奪 っ て は な らな
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◎ 勉 強 の

始 め終 わ り

授 業

◎給食指導

給食 の分担

指導

給食 当番

並び方

教師の役割

配膳 の仕方

配膳 中、給

食 当番以外

の子供 た ち

指導

食 事指導

い。 同時 に 、 子 供 達 に も、勉 強 の始 め は き ちん と守 る よ うに徹 底 しな くて

は な らな い。 そ の 時 間 は 、教 師 も教 室 に い な くて は な らな い。

勉 強 が終 わ っ た ら、 次 の 時 間 の道 具 を準 備 して 、遊 び に行 く よ うに指 導 す

る。

※ 2時 間 日の終 わ り (ノ ー チ ャイ ム の た め )が 分 か らな くて 、休 み 時 間 に

食 い込 む こ とが よ くあ る。 そ の場 合 、 タイ ム係 の子 供 に 「先 生 、 2時 間

日の終 わ りで す 」 と言 わせ る よ うにす れ ば い い。

3時 間目 授業

4時 間 日  (重 要 な指導 にな る )
説 明 タイ ム 当番 が タイム を計 ります。 タイ ム当番 は、「今 か ら計 ります」

と声 をかけます。給食 当番 は急 いで 自衣 に着替 えます。先頭 の人が 、

「並 んで くだ さい」 と声 をか けます。並 んだ ら、す ぐに 「出発 します」

と声 をかけて出発 します。 3分 を超 えない よ うに します。 3分 を 3回

も超 えるよ うな ことが あれ ば来週 も給食 当番 をや って も らいます。

○並ぶ場所 …教室 の後 ろ (廊 下 には並 ばせ ない。他 の クラスの邪魔 に

な る )

○並び方 は、 2列 。誰 が何 を持つ か を事前 に決 めて、貼 りだ してお く。

先頭 が、班長。

○ タイ ム 当番 は、給食 当番 が教室 を出 るタイム を記録 す る。

○給食 当番 は、水飲み場 の所 で手 を洗 い、再び並んで給食 を取 りに行 く。

○教師 は、列 の後 ろか らテ ィ ッシ ュ当番 と一緒 に行 く。 給食 が こばれ

た りす るこ とを点検。

○給食 当番 は、 1年 間 (あ るいは学期 )き ちん と決 めてお くこ とが望 ま し
い。 自衣番 号 に合 わせ て、氏名 を貼 りだ してお く。

01週 間 ぐらいは、教師 がつ いて配ぜ んの仕方 を指 導す る。
必ず、 1班 か らとか順番 に配ぜ んす るよ うにす る。盛 りつ けの仕方 でひ
い きす る こ とが ない よ うに注意す る。

○お盆 を持 って、一人ずつ並 ばせ て配ぜ ん させ てい くこ とが あ るが、私 は

その方法 を とらない。 とにか く うる さくな る。 子供 に よって は、「少 な く

して」「多 く して」 とか注文 をつ け るこ とが多 々ある。

○絶対 に廊 下や教室 を うろ うろ させ ない。最初 の頃は、私 の クラスでは席

につかせ て、読書 させ る。配ぜ んが終わ った ら、 日直が 「手 を洗 い に行 っ

て くだ さい」 と声 をか ける。

○食べ られ ない物 につ いては、最後 に残 していい と約 束す る。

(無 理 強 い して食 べ させ るこ とは しない。 ただ し、少 しで も食 べ る努力

を して ほ しい こ とは付 け加 える )

〇配膳 で残 った給食 は、教師が全体 に配 つてい く。 それ で も残 った物 は

全部食べ終 えた子供 が、おかわ りを していい こ とにす る。
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片付 け指導

給食 開始

4/11(水 )
5日 日

机、 ロッカ

ー、廊下の

フ ッ ク 、 ぞ

うきんか け

の指導

◎筆入れ 。

道具袋 (箱 )

指導

○食事 のマナー を注意す る。 (大 きな声で しゃべ りなが ら食べ ない。 うる

さくしないで食 べ る。汚 い ことな どを言 わないな ど )

01ヶ 月 は、教師 が配ぜ ん台 の側 につ いて片づ け方 を指導す る。
○片づ けは、時間 になった ら、お盆 に全 てのせ て、教師 の ところへ持 って

こさせ る。 きちん と食べ てい るか点検 をす る。残 りかす があった り、 ご飯

をきちん と食べ てない場合 は、不合格 である。 きちん と食べ てい る と合格

であ る。 好 き嫌 いがある子供 、お しゃべ りばか りでいい加減 に食べてい る

子供 をチ ェ ックす る。 もちろん、食べ られ ない場合 は、 きちん とかたづ け

させ る。

※ この片づ けの後 に、ス トロー の袋 な どが散乱 してい る教室 が あるが、

こ うい う指導 を してい ないか らで ある。

○私 の最後 の勤務校 では、 この後 に 5分 間の歯磨 きタイ ムがあった。 日直
の指示 の もとに きちん と席 に着 いて磨 く。

○ この よ うな指導 を して、給食 に入 ってい く。

○ この給食 指導 は、 とて も重要で ある。 心 して取 り組 まねばな らない。

1, 2年 は、 当然 1年 間配膳 の手伝 い を しな くてはな らないが、 3年 以
上 は 自分 たちで配膳 で きる状態 に しな くてはな らない。

(学 校 に よつては さま ざまに取 り組 み方 が違 うので、事前 に聞いて

きちん と指導 で きるよ うに してお く )

5時 間 日 授業

1時 間 目

① 呼名

②机 。ロ ッカー な どの指導

○勉強 ので きない子 ども、忘れ物 が多い子 どもな どは、 ほ とん ど机 の中

の整理整頓 がで きない。机 の中に ごちゃ ごちゃ と道具 を詰 め込 んでい る。

道 具箱 を入れ させ てい る場合 が多 い。 (低 学年 では、 あま り道 具が多 くな

いのでそれ で も可能 だが )私 は、道具袋 に してい る。 百円シ ョップ に売 っ
て ある袋 を使 えばいい。 それ を机 の側 にか け させ てお く。

机 の中は、常に整頓 させ 、す ぐ道 具が出せ るよ うにす る。 ロ ッカー の中 も

廊 下の フ ックも、同 じよ うに させ てお く。 (こ れ らの指導 は、「 3・ 7・

30の 法則 」 (学 事 出版 )の 中に 「秩 序 あ る教 室作 りの コツ」 と して一 章
設 けてい る )ぞ うきん をかけ る台が何処 の学校 に もだいたい準備 してある。

私 は、必ず洗濯 ば さみ を持 って こ させ て、 下の方 を止 め させ てい る。 (上

ではだ めだ )

③筆入れ 。道具袋 (箱 )指 導
○筆入れ には、鉛筆 5本 (Bか 2B)、 赤鉛筆 、消 しゴム、小 さい もの さ
しを準備す る。

○道具袋 には、次 の もの を入れ させ てお く。

コンパ ス、三角定規類 、分度器 、は さみ、の り、セ ロテー プ、
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◎忘れ物指

導

欠席・遅刻

指導

4/13(ホ )
●日日

ホ ッチ ギ ス 、針 、 色鉛 筆 (マ ー カ ー で もい い )、 ミニ タオル

カ ッ トバ ン、折 り紙 な ど

○ 学 期 の は じめ に 以 上 の物 を書 い た プ リン トを配布 し、 準備 させ る。

(学 期 ご とにそ の プ リン トで確 認 す る )

④忘れ物指導

○ファイル を準備 させ る。持 ち帰 りのプ リン ト類は、それに入れ させ る。

保護者 と担任 の受 け渡 しのファイル とす る。

○連絡事項や冊子類 を家庭 に持 ち帰 らせれば、数人はす ぐにな くして しま

うとい うことが起きる。そ こで、私は、赤鉛筆 、鉛筆、 コンパス類な ど教

室に準備 している。忘れ物 も徹底す ることはむずか しい。

○心がけているのは、 どうしても持 って来 させ な くてはな らない ものは、

黒板にマ グネ ッ トの氏名 カー ドを貼 り付けることである。

⑤欠席・遅刻指導

● 説明 具合が悪 くて、欠席や遅刻 を しな くてはいけない ときがあ ります。
その時は、連絡帳 にその様子 を書いて もらって近 くの友達に学校へ持

ってきて もらいます。 どうして も連絡が出来ない場合 は、家の人に学校

に電話 をかけて もらいます。黙 って欠席 を した り、遅刻 した りしてはい

けません。そんな場合 は、みんなが 自習になって、先生が電話をかけな

くてはいけな くな ります。そ うな らない よ うに してほ しいです。学校は、

8:00に チャイムがなるのでその合図で校舎に入 ります。 8:20以
降に来た ら遅刻 にな ります。

2時 間 目
○授業

3時 間 日
○授業

4時 間 目
○授業

う時間日

○授業

放課後 は、会議 が終 わ った ら、授業参観 の授 業 を考 えな けれ ばい けない。懇

談会 は、学年懇 談会 の あ と、 クラス懇 談会 にな る ところが多 いので、 クラス

懇 談会 も、 どの よ うに してい くのか考 えな けれ ばいけない。 どこで も挨拶 が

あるので、それ も必要 である。

1時 間 目

①呼名

②学級 目標

○ 「新卒教師時代 を生き抜 く学級づ くり 3原 則」 (明 治図書 )

この中で、初任者の実践 をあげている。 4年 生の実践 になる。それ を参考
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4/14
(金 )

7日 目

に してほ しい。 目標達成 法 と して名付 けてい る。

学級 ではいろい ろな 目標 を定 めて取 り組 まれ てい るが、いい加減 であ る。

ほ とん ど決 めるだけで終わ つてい る。 守 ろ うとい う気構 えは子供達 に もな

い 。

私 は、 日標 は 目標 と して きちん と取 り組む。

日標 の作 り方 が、独特 で ある。

「食器 を投 げないで、 きちん と重ね るよ うに しよ う」

「給食 の ごちそ うさまの後 に うろ うろ しないで、す ぐ歯 ブ ラシの準備 を し

よ う」

子供達 が どの よ うに してい けばいいかイメー ジできる よ うな 目標 がいい。

か っ こいい 目標 な ど必要 ない。抽象的 な 目標 も作 らない。 クラスで問題 だ

と思 うこ とを 目標 にすれ ばいい。教師 が作れ ばいい。 ただ、 どの 目標 にす

るかは、い くつ かの 目標 の中か ら子供達 に選 ばせ てい けばいい。

2時 間 目  ○授業
3時 間 目  ○授業
4時 間 目  ○授業
5時 間 目  ○授業
○そのあ と、懇談会 とな る。

クラス懇談会は、だいたい次の よ うな内容 になる。

①担任 の 自己紹介

②保護者 の 自己紹介

③ l年 間の 自分な りの決意 (学 級経営の方針 )ど んな学級 を作っていこ
うとしてい るのか、保護者への協力のお願 い。

④連絡事項

⑤質問

*質 問について、分か らないことは 「学年の先生に聞いて、後 日連絡い

た します」 と伝 える。

1時 間 目

○呼名

○授業

2時 間 目
○授業

3時 間 目
○授業

4時 間 目
○授業

5時 間 目  ○授業   先生のお話
※普通通 りの授業になってい く。

まだ、時間がな くて指導できなかったことは、きちん と時間 をとって

指導 してい く。

※呼名 は 1週 間で終わ る。朝の時間に、 この呼名で時間を取 ることは避 け
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な くて は な らな い。 1時 間 目に食 い 込 ん で 朝 の会 をす るな ど とい うこ とは

避 け な くて は な らな い。

私 は場 合 は 、 い つ もテ ス トの返 却 の時 は 呼名 を して返 却 して い た。 だ か

ら、 1年 中呼名 を して い た こ とに な る。 大 切 な指 導 事 項 で あ る。 き ちん と
「は い」 と返 事 を してテ ス トを取 りに来 る よ うに き ち ん と指 導 す べ き で あ

る。

4 この 1週間で起こるここ(小学校の場合 )
① 子供たちは、このように動く
この 1週 間 に教室 で起 こるこ とは、初任者 の 1年 間 を決 定 してい くで きご とである。

初任者 は、忙 しさに追 われ て、 この事実 を見落 と してい く。心 して読 んでほ しい。

この 1週 間 に子供 た ちは どの よ うに動 くのか。

これ は、いつ もパ ター ン化 してい る。

それ を知 らせ てお こ う。 そ して、その対処 の仕方 もまた知 らせ てお こ う。

これ がで きるか ど うかが、 これ か らの 1年 間 を決定 してい く。

まず 、最初 に起 こる ことは、次 の 2つ で あ る。 小学校 の場合 を想 定す る。

第一 に、「先生 、 これ あげ る」 と、折 り紙 に描 いたお人形 の絵 を差 し出す子 がい る。 ま

た、休み時間 にな る と、「一緒 に遊び に行 こ う」 と手 を握 って誘 いに くる子 がい る。

初任者 は、 これ に ウル ウル とな る。「なん と、や さ しい子供 たちだ ろ う !」 と。

新 しい担任 の先生 に親 愛 の情 を示 して くれ てい る。

「子供 た ちにはや さ しく、や さ しく接 して あげな くては な らない」 と しみ じみ思 う。

第 二 に起 こって くるこ とは、 とにか く質 問が多 くな る。

「先 生 、 トイ レに行 っていいです か ?」 「先生 、 ノー ト忘れ た け ど、 ど うす るの ?」 ・…

初任者 は、その質問 に一 々や さ しく答 えてい く。

この事態 は、確 か に新 しい担任 の先生 に対す る親愛 の情 を示 してい るこ とで もあ るが、

重要 な こ とを見逃 してはい けない。

子供 た ちに とつては、 この 1週 間は新 しい先生 の「値 踏 み の 時 間 』 で ある。
「そ の先 生 は、 どの よ うな先 生 か ?」 「怖 いか ?や さ しい か ?」 「忘れ物 に対 して どの

よ うにす るの か ?」 「宿題 に対 して どの よ うにす るのか ?」 ・……一 々値踏 み を してい るの

で ある。

② 問題勝、ここである～―対―対応をしτし春う～
問題 は、 2つ 出て くる。

1つ 日は、子供 た ちが示 して くれ る親愛 の情 を誤解す る。

初任者 は、子供 た ちの親愛 の情 を天使 み たいに子供本来 の姿だ と思 って しま う。そ こで、

子供 たちに 「横 糸」 ばか りで接 してい こ うとす る。「縦糸 を張 る」 こ とを忘れ る。

2つ 日は、質問 に対す る答 えに問題 が出て くる。

この子供 た ちの質問 は、簡 単 な こ とではない。担任 の答 え一つ一つ は、子供 た ちに とっ

ては、学級 のル ール と して機 能す るものなのだ。
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他愛 のない質問 はいい。 しか し、学級 のルール に関す るこ とが意外 と多いので ある。

例 えば、給食 の ときで ある。

あ る子 は、「先生、食べ られ ないので残 していいです か ?」 と聞 きに くる。

先 生 は、「あ とち ょっ とだ け食 べ て残 していいです」 と答 え る c

また、次 の 日に別 の子 が くる。

「先生、今 日はち ょっ と気持 ちが悪 いので、残 していいです か ?」 と聞 きに くる。

先生 は、「そ うです か。 はい、残 していいです」 と答 える。

また、次の 日に別 の子 が くる。太 つてい る子供 であ る。

「先生 、 ち ょっ と野菜 が苦手 なんだ !残 していいです か ?」 と聞 きに くる。

先生 は、「好 き嫌 い は良 くないです よ。 がんばって食べ ま しょ う !」 と答 える。

3人 の子供 は、残 していいか を聞 きにきてい る。 先生 は、子供 の様 子 か ら、答 えはそれ

ぞれ違 ってい る。

「ち ょっ とだ け食べ な さい。」「全部残 していい。」「がんばって食べ な さい」

これ が混乱 を招 く。

「先 生 は、○○ くん にだけはや さしくして、僕 には全部食 べ ろ と言 った」・……と先生 に対

して不信感 を持つ よ うになる。

先生 は、状況 の違 いに合 わせ て言 った はず なのに、子供 た ちの受 け取 りは違 う。

ここに混乱 が出て くる。

給食 だけではない。 全 ての質 問に、答 えが微妙 に違 って くる場合 が ある。 また、答 えた

こ とを忘れ て、子供 が違 えば、その時 の雰 囲気 で答 えが違 って くる場合 もある。 全 てが子

供 た ちの不信感 を買 うこ とにつ なが る。

ここか らクラスの崩壊 が少 しずつ始 ま る。

③ こうしていけばいいか?～全員対応をしていくここ～
子供 た ちの質 問の吟味 を しな くてはな らない。

他愛 ない、個 人的 な質 問は、個 々に処理 してい けばいい。

しか し、 クラスのル ール に関 した ことは、 その子 だけでな く、 クラス全体 に伝 えていか

な くてはな らない。

上 にあげた給食 のル ール (食 べ られ ない もの を残 してい くル ール )は 、絶対 に全体 に伝
えな くて はな らない。

即座 に分 か らない ときは、「先 生 は、 は じめてで分 か らない か ら、学年 主任 の先生 に相

談 してか ら答 えるね」 と答 えれ ばいい。 安易 に答 えて はい けない。

これ は とて も重要 な こ とだか ら、 きちん と覚 えてお くこ とで ある。

④ 宿題忘れ審した ?～やさしき対応をしない～
次 の問題 は、担任 が決 めた こ とをやぶ る子供 が出て きた ときの対処 である。

た とえば、宿題 の ことが ある。

担任 は、宿題 を出す よ うにな る。

「先生 、宿題 を忘れ て きま した。 ど うした らいいです か ?」 にな る。

担任 は、や さ しく伝 える。

「明 日は、ちゃん と して きま しょ うね。約束だ よ」 と。

そ の様 子 を見 ていた子供 た ちの 中には、「先生 は、宿題 を忘れ て も叱 らないで、あん な

にや さ しくして くれ るんだ !」 と思 う子供 が出て くる。
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明 日になれ ば、今度 は、宿題 忘れ が増 えてい る。 1人 だ ったのが、 5人 に増 えてい る。
5人 を呼ぶ。「ど うしたの ?」

い ろい ろ理 由を並べ る。

「明 日こそ、がん ばってや って きま しょ うね。約束 だ よ」 と。

次の 日、今度 は宿題 忘れ が 10人 に増 えてい る。 もはや収 拾 がつ かない。

こんな こ とが よ くあ る。

要す るに、担任 は、宿題 を さぼってい る子供 にや さ しく接 してあげてい るので ある。

これ では真 面 目にや って きてい る子供 た ちは、ばかばか しくなる。

この よ うな対処法 を してはい けない。

きちん と提 出すべ き と決 めたな らば、提 出 させ な けれ ばい けない。 (宿題 な らば、 1時

間 も 2時 間 もかか るよ うな ものはい けない。 そ こは考 えなけれ ばい けない )

宿題 忘れ の子供 は、その 日の うちに (休 み 時 間な ど)や らせ て提 出 させ な けれ ばい けな
い。 ど うして もその 日が無理 の場合 は、 きちん と覚 えていて、次 の 日には必ず提 出 させ る

よ うに しな くてはい けない。

ここに も、担任 のや さ しさが、学級 のルール を壊 してい く原 因があ る。

⑤ 「北風」対応をしないて,「太陽」対応をしよう
「北風 と太陽」の話 が あ る。

この北風 の よ うに対応 を して しま うこ とで クラス を荒 らして しま うことが あ る。

ただ、「太陽」対応 をす る とい うこ とは、 きちん と した力 量 を要す る。

初任 の先生 には、むず か しい。 しか し、むず か しいか らと言 って、北風対応 ばか りにな

って しまっては これ も困 った事態 になって しま う。

知 ってお くこ とだ。「北風 」 対応 では 、子供 た ちは育 た な い。「太 陽」対応 で、子供 た

ちを育ててい くこ とを。

「北風 」対応 とい うのは、注意 と叱責 で子供 に対応す る ことである。

初任者 は、教師 と しての力量 がないので、子供 た ちの欠 点や 問題 点 ばか りが見 えて しま

う。 教師 でない、普通 の人 た ちが、子供 たちを見 る と必ず その よ うに見 えて しま う。 初任

者 も、そ の レベル であ る。

だか ら、いつ もその注意 で対応 して しま う。

確 か に、注意 も、叱 責 も必要 であ る。 それ がで きない教 師 は、教師 を続 けてい くこ とは

で きない。

しか し、いつ もその繰 り返 しだ とす る と、それ は困 った ことにな る。

子供 た ちは、注意や 叱責 に対 して、その場 だ けは ちゃん とす る。 だが、そ の場 だけで、

また同 じこ とを繰 り返す。 そ こで、 また叱責 にな る。ず っ と同 じこ とを繰 り返す。初任者

は、いつ か効果 が ある と思 って繰 り返 してい るが、 まった く効果 がない。 それ 以上に、子

供 た ちの方が慣れ てきて、その うちに効 かない こ とになる。

必要 なのは、「太陽」対応 だ。

注意 を したい気持 ちを ぐっ と抑 えて、周 りに 目を向 ける と、 ちゃん と してい る子供 がい

るはず で ある。 その子 に 目を向 け、「○○ さん、す ごい。 良い姿勢 です ね」 とほ めれ ば、

それ をマネ しよ うとす る子供 が現れ る。 ちゃん と してい る子供 た ちに 目を向 け、それ を推

奨 してい く姿勢 が、子供 た ちを育ててい くのであ る。
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資料 :

1 ごみ ぶ くろ 当番
2人

(曜 日ご とに

決 め て お く )

2 電気当番
1人

3 窓あけしめ当番
1人

4 □書当番
1人

5 配 ぜ ん 台 当番
2人

6黒 板 当番
6人 (時 間 ご と

に決 めてお く )

7日 付 当番
1人

8 テ ィ ッシ ュ 当番
2人 (曜 日ご とに

決 め て お く )

9 タイ ム 当番
2人 (曜 日ご とに

決 め て お く )

'0 
えんびつ当番

1人

11 呼 び か け 当番

男 女 それ ぞ れ 1人

'2 
落 こし鶴 当番

1人

13 ベ ル マ ー ク 当番
1人

日常 当番の仕事の役 目

(人歌は、一人一役になるようにクラスの人歌によって変えていく)

給 食 が配 られ た ら、 ごみ袋 を配 ぜ ん 台 の 上 に 2つ か 、 3つ 置 く。
1つ は 、 ス トロー や ス トロー の 袋 、パ ン の袋 を入 れ る もの。

も う 1つ は 、 ごは ん の残 りを いれ る袋 で す。

朝 、教 室へ きた ら電気 をつ けます。 帰 りは、「帰 りの仕 事 」 の とこ

ろで消 して帰 ります。

朝来 た ら、教室 の窓 をあけます。 帰 りも 「帰 りの仕事」 の ところで

しめて帰 ります。

教 室 の図書 をいつ も整 とん してお きます。 帰 りは、「帰 りの仕 事」

の ところで整 とん して帰 ります。

4時 間 目が終 わった ら、す ぐに配ぜ ん台 を出す。給食 が終 わ った ら、

配ぜ ん台 をきれ いにふ く。

勉 強 が終 わ った ら、黒板 を消す。 黒板 消 しをいつ もきれ い に して

お く。

黒板横 の 日付 を書 く。「帰 りの仕 事 」 の ところで 明 日の 日付 を書 い

て変 える。

給食 当番 の後 ろにつ いて、給食 が こばれ た りした ら、す ぐにふ く。

4時 間 目が終 わ った ら、す ぐに 「今 か ら着替 えます 」 と給食 当番
に呼びか ける。同時 にス トップ ウォ ッチ で、着替 えて、 2列 に並び、

教室 を出 るまでの時 間 を測 る。測 った ら、表 (教 師が作 る)に 書 き
込む。合格 は 3分 以 内。他 に も、 タイ ム を計 る必要 が あ る ときには

仕 事 をす る。

えんぴつ削 りのカスを毎 日「帰 りの仕事」の ところで捨 てて帰 る。

朝会 の時 間 で、始 ま り 5分 前 にな った ら廊 下 に並べ て、校庭や 体
育館 へ連れ て行 く。 並 んだ ら全員 を待 たないで、それ ぞれ男女 ご と

に連れ て行 く。

落 と し物 箱 の物 を 「帰 りの仕 事 」 の ところで 点検 し、帰 りの会 で

みんなに呼びかけて知 らせ る。

ベル マー ク箱 のベルマー クを集 めて、整 とんす る。
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,4 分 別 当番
2人

15 宿 題 調 べ 当番
5人

(手 分 け し て 、

当 を決 め る )

ごみ の分別 をす る当番。「帰 りの仕 事 」 の ところで、手袋 をつ けて

分別 ご とに捨て られ てい るか ど うか点検す る。

さよ うな らが終 わ った ら、配ぜ ん台 にカ ゴ (100円 シ ョップで
購入 )を 置 く。 そ のカ ゴは、番 号が書かれ てい る。
朝、宿題 が きちん と出 され てい るか点検 し、出 され ていな けれ ば

さいそ くす る。

担

○ この 当番 は 、 ク ラス の必 要 に した が っ て決 めた もの で あ る。

だ か ら、教 師 の必 要 に応 じて決 め て い け ば い い。 人 数 も一 人 一 役 に な る よ うに

決 め て い く必 要 が あ る。

○濃 い黒字 の 当番 は、帰 りの会 で 日直 が「帰 りの仕事 を して くだ さい」と呼びか けた ら、

それ ぞれ の場所 で仕 事 をす るよ うにすれ ばいい。これ を帰 りの会 の 1項 目に入れれ ば、

忘れ るこ とがな くて、いつ もきちん となってい る。
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